
自主防災活動の
「地域力」で

自治会の
加入率向上

丸亀市川西地区連合自治会 2024.01.20



１．丸亀市および我がまち（川西）の紹介

丸亀市

＊人口 108,068人 ＊世帯数 46,681世帯

＊自治会加入率 47.2％（令和５年12月現在）

川西地区（市内17地区のうちの1地区）

丸亀城から南東約4km、香川県唯一の1級河川土器川の
左岸に位置し、南北約5km、東西約1kmの細長い地域に広
がります。

＊人口 6,725人 ＊世帯数 2,811世帯

＊自治会加入率 ６０％（令和５年12月現在）





＊組織名称

川西地区地域づくり推進協議会 防災部

（コミュニティ組織における部会として組織）

＊活動内容

・小中高への防災教育 ・地域の防災訓練

・夜間避難訓練・資機材の整備

・災害用、食料、飲料水の備蓄

・無線機、発電機等の維持管理

２．自主防災活動について



＊防災拠点 38ヵ所
内訳・土のうステーション 8ヵ所

・救出用資材庫 12ヵ所
・備蓄ステーション 10ヵ所
・避難所 民間：3ヵ所 公共：5ヵ所

２．自主防災活動について





＊平成7年 コミュニティ組織立ち上げ

（自主自立の想いを掲げた町づくり）

地域住民の自主的な活動を通して、地域の特性を
生かした、まちづくりに取り組むとともに、地域の
ふれあいを探るため、市内の小学校毎に、コミュニ
ティ組織を立ち上げた。

＊平成13年 地域活動の「機関車役」

自主防災活動スタート

３．自主防災組織 立ち上げのキッカケ



「地域力」の構築

４．自主防災活動による成果

（１）「チームかわにし」である共助の輪の確立

（２）東日本、熊本、真備町へ計8回の復興支援

で実践力

（３）年50回の防災訓練実施を10年間に渡り継続

（４）学校・企業・福祉団体との継続された連携力



（１）防災に興味のある会員の発掘（女性も含め）

・ヤル気、応用力、素直、多様な職種

（２）セミナー、シンポジウムに参加して

先進事例の取得

（３）多様な訓練を計画的に実施

・地域総合防災訓練

・夜間避難訓練

・要配慮者支援者研修

・無線機による情報伝達訓練

５．防災力強化のポイント



（４）定期試験による各種機能検証

（５）教育機関（幼保、小中高校）との連携

（６）企業・団体との連携（賛助会員制の導入）

（７）計画的備蓄の実践

（テーマ型共同募金の活用）

５．防災力強化のポイント











（１）社会的評価へのチャレンジ

・防災まちづくり大賞への応募等

（２）多種多様な人的資源の確保

・電気工事士、無線技術士、溶接工、大工

・クレーン運転手、看護士、栄養士、

パソコン技術者等

６．防災活動継続のポイント



（３）コンサート参加、食事会の適宜開催に

よるコミュニケーション作り

（４）リーダー、サブリーダーの熱意

（５）賛助会員制度による目付役の存在

６．防災活動継続のポイント



（１）とにかくやってみよう（チャレンジ力）

活動するためのデータ整備

未加入者の確認作業＜住宅地図にプロット＞

ゴミステーションの設置 有／無

防犯灯・カーブミラー等の設置状況

訪問する際の自治会加入要請の「Keyワード」

７.培った「地域力」による
自治会加入促進



（２）下がる加入率を止める努力

・チラシの投げ込み

・広報車による街宣活動

・ポスター・のぼり類の設置

（３）新たな枠組み作り（コミュニティ自治会）

の立上げ

７.培った「地域力」による
自治会加入促進



（４）活動に付加価値を！

かわにしパスポート の採用

（５）行政機関との連携した活動

（６）成果として20年ぶりの回復６０％台へ

７.培った「地域力」による
自治会加入促進



《コミュニティ自治会の》概要

（１）組織エリアは、小学校校区
（２）役員は連合会役員が兼務、事務処理は

コミュニティセンター
（３）会費は、３０００円／年 ただし、

世帯主が８０歳以上及び１８歳未満の児童を
扶養する一人親世帯は、1000円/年

（４）主たる事業として、「防犯灯の整備」
「赤い羽根共同募金」並びに「日本赤十字社資」
への取り組みと土器川の環境活動

（５）会則は、丸亀市作成の標準モデルを採用



かわにしパスポートの概要

（１）このパスポートは自治会の会員（家族含め）

に交付するものである。

（２）大規模災害時に、このパスポート提示によって

緊急食料品や生活用品を受領する。

〈パスポート無き場合はパスポート保有者

受領後の配布とする。〉

（３）このパスポートによって商品の割引サービスも

受けることができる。



２０１７年度 ２０１８年度 ２０１９年度

かわにし「安心・安全」パスポートの発行と流れ

このパスポートによって商品の割引サービスを受けることができる。
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◎具体的には、

生活弱者への支援を主体とした優しいまちづくり

仮称「福祉タクシー」の運行

配食サービス（無料）の提供

生活困窮者宅＋80才以上1人暮し宅

歳末助合い見舞金の実施（対象範囲の拡大）

８．今後の展望

防災から自治会加入 もっと共助の輪拡大



種 マ キ

中期初期

①対象者リスト整備

②街角にポスター

③対象者家庭へ

チラシ

（ア）訪問活動用

資料の整備

（イ）訪問活動

（専用の名刺持参）

（ウ）活動後、訪問記録の整備

（訪問先の言動をしっかりと

記載）

（a）加入データの管理

（会費未納者への対応）

（b）要望事項への対応

・防犯灯

・カープミラー

・団地内道路整備

・ゴミステーションの整備

（c）パスポート等の発行

（加入メリット）

（d）要支援者家庭の調査

後期

９．ふりかえり



ご清聴ありがとうございました。

－ 要は前を向いて歩く

(実行する）ことです －
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《川西地区地域づくり推進協議会》
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自治会加入率の推移


